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　北海道大学における獣医学教育の歴史をたどりますと、札幌農

学校の設立当初にまで遡ることができます。札幌農学校では、学生

達に教養科目、農学諸科目とともに獣医学を教育することが決まっ

ていました。札幌農学校での本格的な獣医学の専門教育はカッ

ター博士によって始められました。カッター博士は1878年（明治11

年）に来日され、1880年（明治13年）から獣医学の専門教育を開始

されました。なお、ハーバード大学医学部を卒業された同博士は医

学、水産学をも講じる一方、英語、英文学も担当するという多彩な才

能の持ち主でありました。1910年（明治43年）に獣医学講座が開設

され、1913年（大正2年）には獣医学部の前身、畜産学科第二部が

設置されました。この年、後にウサギの耳に世界初の人工がんを作

ることになる市川厚一博士が卒業しています。1949年に獣医学部と

して農学部より独立しました。

　癌研究史上不滅の業績、当時ノーベル賞の候補にもなりましたあ

のタール癌は本学部の先輩、市川厚一博士の忍耐と努力の結晶

のたまもの。茨城県出身のこの俊才は現北大・大学院獣医学研究

院の前進、東北帝国大学農科大学畜産学科を卒業後、大学院に

進むとただちに東京帝国大学の山極勝三郎先生の下に特別研究

生として師事しました。1913年（大正2年）のことです。彼は発癌刺

激説（ドイツのウイルヒョウ博士が初めて提唱しました）を固く信じ、来

る日も来る日もウサギの耳にタールを塗り続けました。実験例数101、

期間70～450日、癌ができたのは31頭でした。このとき、東京大学に

来てから3年の月日が経っていました。 この仕事はノーベル賞候補

に挙げられましたが、対立候補のデンマークのフィビガー教授がネズ

ミの胃にゴキブリを中間宿主とする特殊な寄生虫で癌を発生させた

ということで、1926年（大正15年）にノーベル賞を受賞しました。今日、

癌に関する欧米の教科書にはフィビガー教授の名前は出てきませ

んが、Yamagiwa and Ichikawaのタール癌は必ず記載されていま

す。二人はこの仕事で1919年（大正8年）に学士院賞を受賞しまし

た。市川厚一、31歳。後に北大獣医学部に戻り、比較病理学講座を

創設しました。今でも研究院長室には市川博士の「努力」「忍耐」の

書が飾られています。写真は市川博士がつくったウサギの耳のター

ル癌で、北大博物館と獣医学研究院標本室に展示されています。

カッター博士

市川厚一博士

北海道大学における獣医学教育の歴史

市川厚一博士とタール癌
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主な年譜と講座・教室の変遷
札幌農学校 
東北帝国大学農科大学
 
 
 
 
 

北海道帝国大学農科大学 
北海道帝国大学農学部 
 
 
 

北海道大学農学部 

（新制）北海道大学農学部 
 
北海道大学獣医学部
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

北海道大学
大学院獣医学研究科・獣医学部

北海道大学
大学院獣医学研究院・
大学院獣医学院・獣医学部

畜産学科

畜産学科
第二部

畜産学科

獣医学科

獣医学部

明治

大正

昭和

平成

 9（1876）年 8月 14日
 9（1876）年 9月 8日
 40（1907）年 9月 1日
 40（1907）年 6月 24日
 43（1910）年 3月 26日
 44（1911）年 5月 2日
 45（1912）年 6月 25日
 2（1913）年 6月 30日
 7（1918）年 4月 1日
 8（1919）年 4月 1日
 9（1920）年 9月 14日
 11（1922）年 5月 15日
 19（1944）年 12月 19日
 21（1946）年 4月 1日
 22（1947）年 10月 1日
 24（1949）年 4月 1日
 24（1949）年 5月 31日
 25（1950）年 4月 1日
 27（1952）年 4月 1日

 28（1953）年 4月 1日

 28（1953）年 5月 13日
 28（1953）年 8月 1日
 29（1954）年 4月 1日
 30（1955）年 7月 1日
 39（1964）年 4月 1日
 44（1969）年 5月 21日
 59（1984）年 4月 1日
 61（1986）年 4月 1日
 2（1990）年 4月 1日

 2（1990）年 6月 8日
 7（1995）年 4月 1日

 13（2001）年 4月 1日
 15（2003）年 4月 1日
 18（2006）年 4月 1日
 19（2007）年 4月 1日
 20（2008）年 4月 1日
 21（2009）年 5月 1日
 22（2010）年 4月 1日

 22（2010）年 7月 1日
 24（2012）年 4月 1日
 25（2013）年 5月 20日
 29（2017）年 4月 1日

 29（2017）年 9月 1日

札幌学校開校
札幌学校を札幌農学校と改称
札幌農学校を東北帝国大学農科大学と改称
畜産学科設置
獣医学講座設置
獣医学第二講座設置
家畜病院規程制定
畜産学科を畜産学科第一部、同第二部に分離
北海道帝国大学設置。東北帝国大学農科大学を北海道帝国大学農科大学と改称
北海道帝国大学農科大学を北海道帝国大学農学部と改称
家畜衛生学講座設置
比較病理学講座設置
家畜解剖学講座設置
畜産学科第一部、同第二部を畜産学科に改称
北海道帝国大学は北海道大学となる
獣医学科設置
（新制）北海道大学設置（国立学校設置法公布）
家畜生理学講座設置
獣医学部設置（獣医学科）
家畜内科学（獣医学第一）、家畜外科学（獣医学第二）、家畜衛生学、比較病理学、
家畜解剖学、家畜生理学、獣医公衆衛生学講座の7講座設置
北海道大学大学院獣医学研究科設置
家畜生化学講座、家畜伝染病学講座設置
獣医学研究科に予防治療学専攻、形態機能学専攻設置
附属家畜病院設置（国立学校設置法の一部改正）
家畜薬理学講座、家畜臨床繁殖学講座設置
家畜寄生虫学講座設置
講座学科目省令（昭和39文部省令3号）（12講座）
獣医放射線学講座設置
学校教育法の一部改正により獣医学部の修業年限は6年となる
実験動物学講座設置
大学院設置基準の一部改正により獣医学研究科の修士課程は廃止され、博士課程の
修業年限が4年となる
毒性学講座設置
大学院重点化による改組
・獣医学部（獣医学科：4学科目）：生物医科学、病因病態学、応用獣医学、臨床獣医学
・大学院獣医学研究科（獣医学専攻：4大講座）：比較形態機能学講座、
　動物疾病制御学講座、診断治療学講座、環境獣医科学講座、
　臨床分子生物学教室、生態学教室設置
家畜病院は大学院獣医学研究科附属となる
大学院獣医学研究科にプリオン病学講座設置
大学院獣医学研究科に人獣共通感染症学講座（協力講座）設置
家畜病院は大学院獣医学研究科附属動物病院となる
先端獣医療学教室設置
獣医学教育改革室設置
プリオン病学講座は応用獣医科学講座獣医衛生学教室と改称
獣医学研究科講義棟が竣工
生態学教室は野生動物学教室と改称
北海道大学・帯広畜産大学共同獣医学課程を開始する
動物病院は名称を改めて動物医療センターとして新築・開院
獣医学研究科を獣医学研究院、獣医学院、国際感染症学院に改組
・大学院獣医学研究院（獣医学部門：6分野）【教員組織】
　基礎獣医科学分野、応用獣医科学分野、環境獣医科学分野、臨床獣医科学分野、
　病原制御学分野、衛生学分野
　臨床分子生物学教室は動物分子医学教室と改称
・大学院獣医学院（獣医学専攻：4講座）【学生組織】
　基礎獣医科学講座、応用獣医科学講座、環境獣医科学講座、臨床獣医科学講座
・大学院国際感染症学院（感染症学専攻）【学生組織】
大動物教育研究施設及び感染・化学物質病態教育研究施設が竣工
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北海道大学の獣医学教育・理念
　北海道大学獣医学部は、地球上の全ての動物生命に責任を負う自然科学とし

ての獣医学を背景に、動物の病気の診断・治療・予防にとどまらず、安全な動物性

食品の供給、医薬品の開発、生物科学への貢献、野生動物の保護・管理と人獣

共通感染症の制圧など、獣医学に対する社会の多様な要請に応えうる獣医師を

養成することを理念としています。

　本獣医学部は、設立当初から臨床教育のみならず、動物医科学／生命科学全

般にわたる基礎・応用研究に基盤を置いた教育を行い、関連する広範な領域にお

いて国内外で活躍する数多くの優れた人材＝獣医師・獣医学士を輩出し、獣医学

専門教育機関としての社会的責務を果たしてきました。その基本理念は今も変わり

ません。つまり、私たち獣医学部の使命は、“人・動物・環境の健康・健全”の“環”を

つなぐ資質・能力を備え、“環”を構成する一人として、伴侶動物・産業動物の獣医

療、ライフサイエンス、公衆衛生、畜産／食品／製薬等の各種関連産業、アカデミ

ア等、幅広い領域での役割をアクティブに果たせる人材、人類社会・地球社会の未

来を築く人材を育成することにあります。

　そのために、現代では、世界に通用する、獣医師としての“国際水準”を備えた卒

業生を送り出し得る教育が不可欠です。特に過去15年間ほどの間、私たちはいくつ

かの学士課程教育改革プログラムを通して、国際的視点や動物倫理観の涵養、臨

床教育の強化、教育手法の刷新や他大学との教育連携に取り組んできました。そ

れらを加速するために、2012年には、北海道大学・帯広畜産大学共同獣医学課程

（VetNorth Japan）を設置し、両校あわせて80名／クラスの学生に対して同一カリ

キュラムでの教育を実践しています。VetNorth Japanの主たる特色は、両校の教

育・研究資源（教職員、施設、設備、学外環境等）の完全な相互補完活用、

face-to-faceを基本とした教員・学生の相互乗り入れによる教育、臨床系・公衆衛

生系の実践的教育と研究を基盤とした教育の両立と強化、自学自習環境の整備、

ならびに教育の質保証の仕組み作りにあります。私たちは、“国際水準”を超える獣

医学教育の仕組みと体制を創り、優れた獣医師・獣医学士を供給するとともに、日

本の獣医学教育のレベルアップを牽引すべく、様 な々改善に取り組んでいるところで

す。

　　　　職　　種

地方公務員

国家公務員

企業・団体・研究機関

臨床（産業動物、野生動物、
展示動物）

臨床（伴侶動物）

進　学

海外留学・研修

その他

合　計

　　　　就職先（平成28年度卒業者）

石川県、兵庫県、福岡県

国内製薬会社等×6、飼料会社、国内大学付属
研究施設、霊長類医学研究施設

北海道（産業動物）×2、兵庫県（産業動物）
北海道×2、神奈川県、東京都、愛知県、三重県、
大阪府、奈良県、福岡県

北海道大学×6、東京大学×3、大阪大学

JICA青年海外協力隊

証券会社、情報関係、未定×2

24年度

11

3

7

4

10

5

0

2

42

25年度

5

1

8

5

12

8

1

1

41

26年度

9

3

5

4

7

3

2

5

38

27年度

7

1

6

5

9

7

1

5

41

28年度

3

0

9

3

9

10

1

4

39

■獣医学部卒業者の進路：過去5年間と平成28年度の職種別人数
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獣医学部共同獣医学課程で何を学ぶか

　平成24年度入学者から、北海道大学・帯広畜産大学共同獣医学課程を実施しています。

　北海道大学大学院獣医学研究院・獣医学部は小動物臨床やライフサイエンス研究、生態系保全や人獣共通感染症を重点

に、また帯広畜産大学は産業動物診療、生産獣医療や獣医公衆衛生学教育を重点に教育研究を行ってきました。

　獣医学は様 な々社会的要請、例えば食の安全・安心の確保、動物由来感染症の拡大防止、飼育動物の疾病の多様化や診

断・予防・治療技術の高度化、動物愛護や野生動物保護管理などに対応しなければなりません。

　両大学は、国際的水準の獣医学教育を実践するため、共同獣医学課程を編成し、北海道というフィールドを生かした実践的

かつ先進的な獣医学教育を行っています。

　このため、いくつかの講義科目は北海道大学の教員が帯広畜産大学で教えたり、帯広畜産大学の教員が北海道大学で教え

たりします。学生が移動する演習や実習もあります。また、ITを用いた双方向遠隔授業も行います。

　なお入学試験は両大学が個別に行い、学生定員は各 4々0名です。

　本学部共同獣医学課程では、下記の到達目標を目指して学修します。

1）獣医師としての任務を遂行するための論理性及び倫理性に裏打ちされた行動

規範を身につけることができる。

2）動物疾病の予防・診断・治療、動物の健康の維持増進、公衆衛生等に関する

卓越した知識・技能を持つことができる。

3）安定的な食料供給、家畜及び畜産物の安全確保、人獣共通感染症対策など

地球規模の課題の解決に貢献するための国際的視点と知識・技能を持つこと

ができる。

4）最先端の生命科学研究に触れ、生命現象の新たな発見や医薬品の開発などに

おいて獣医学を基礎とした課題解決能力と国際的な活動を実践する能力を持

つことができる。

　このような能力を身につけるための授業概要は以下のとおりです。

1年：総合教育部で学びます。一般教養教育として、様 な々講義が文系・理系を問

わず開講されています。これらの講義に積極的に参加して教養を身につけます。

また、夏休みには獣医学導入教育として「農畜産演習」、「帯広基礎獣医学演

習」が帯広畜産大学で開講されます。

2年：導入教育として「獣医学概論」、「札幌基礎獣医学演習」が北海道大学で開

講されます。それと共に、共同獣医学課程の「専門教育」が本格的に始まります。

専門科目では、獣医学の基礎・病態・応用・臨床に関する知識を習得することを

目的していますが、この時期には動物体内の仕組み、反応や病気の基礎を学ぶ

ため、解剖学・生理学・生化学・薬理学・遺伝学・免疫学・放射線生物学・微生

物学・実験動物学などの講義や実習を履修します。

3年：ウイルス学・細菌学・原虫病学・寄生虫学・寄生虫病学・伝染病学・病理学・

野生動物学などの講義や実習を通して、動物の病気の原因となる因子やその解

析手法の基礎について学びます。

4年：食品栄養学、草地飼料学、家畜管理学などの畜産領域の授業に加え、公衆

衛生学・毒性学などの環境科学や食品衛生、疫学、人獣共通感染症に関する

講義・実習が行われます。さらに、外科学・内科学・繁殖学といった臨床獣医学

に関する科目が加わります。

5・6年：臨床獣医学に関連の講義と実習に加えて、動物福祉や獣医倫理・法規と

いった獣医師としての導入教育が開講されます。5年生から附属動物病院などに

おける診療に立ち会い、獣医療の実際を体験する参加型臨床実習が始まります

が、その前に全国共通の獣医学共用試験を受験します。また、いずれかの教室

に所属し、卒業後の職域や興味をひく研究分野を考慮し、アドバンスト科目を受講

します。さらには、課題研究の合間に大学院博士課程の入試対策や就職活動な

ど、将来の獣医師および獣医学研究者としての責任を身につけていきます。獣医

師国家試験が例年2月中旬に実施され、3月上旬に合格発表があります。

■入学してから卒業するまでの学習の流れ
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1年

2年

3年

4年

5年

6年

一般教養（全学教育科目）

基礎的獣医学
獣医学導入教育

周辺領域

公衆衛生 臨床獣医学

ポリクリ食品衛生学演習

アドバンスト教育

獣医師としての
導入教育

生物学、化学、物理学、自然科学実験
英語、統計学 など

基礎獣医学演習、農畜産演習、獣医学概論
解剖、生理、生化、薬理
病理、微生物、伝染病
寄生虫 など

栄養学、飼養学、経済学 など

福祉、倫理、法規
コミュニケーション論 など

食品衛生、動物衛生
環境衛生、人獣共通感染症

など

①基礎　②病態　③応用　④公衆衛生　⑤臨床

外科、内科、放射線・画像
繁殖 など

生きる基礎
学ぶ基礎

獣医としての基礎

獣医学斉一教育

獣医学周辺教育の
充実

高度職業人専門家
育成

教
養
教
育

獣
医
学
コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

特
徴
部
分

北海道大学・帯広畜産大学　共同獣医学課程



大学院獣医学研究院
　今日、学術研究と大学院教育の有り様は、一層深化しつつあると同時に、一方で

は、いわゆる“One Health”のコンセプト、つまり“人・動物・環境の健康・健全の環”

を創生・維持する研究・教育の完遂に向けて、より学際的、かつボーダーレスな進化

が求められています。私たちは、要に応じて機動的な新しい流れを創り出し、魅力あ

る本質的な科学研究・教育の実践と、博士人材の育成に挑み続けなければなりま

せん。こうした学際的・分野横断的な大学院教育を推進するには、教育の趣旨と内

容に沿って教員を適正に配置し、効果的、意図的に活用することが重要です。この

基本的な考え方に基づいて、2017年4月から、私たちは大学院獣医学研究科の組

織を、教員組織／研究組織である獣医学研究院と、大学院教育組織である学院と

に再編成することにしました。感染症に関する学際・包括的な高等教育と国際的な

対策専門家の実践的な育成を行う新しい学院が国際感染症学院であり、獣医学

研究院の感染症系教員、人獣共通感染症リサーチセンターの教員、医学等関連

研究院の教員が集合して、その教育にあたります。一方、感染症系以外の獣医学

研究院教員が基礎、応用、環境、臨床、それぞれの研究活動を基に動物医科学／

高度獣医療の高度教育を行うのが獣医学院であり、臨床重点トラックの設定など

従来にない方向性への挑戦を含む教育活動を展開します。

　大学院学生は、学院に所属して広範な学問を学び、研究指導を受けますが、研

究の場は、当然、獣医学研究院であり、この点は基本的に従来と変わりません。大

学の最も重要な役割と責務は、研究と、研究に基づく教育の実践です。獣医学研

究院は、まさにその実践を支える基盤組織です。研究者である個々の教員と学生

は、ともに、これからも動物医科学／高度獣医療の、多様で魅力ある、そして本質的

な科学研究を世界に向けて打ち出し、世界に問いかけていきます。
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大学院獣医学院
　昨今は、異分野融合教育に対する期待は益々高まっており、専門知識を基盤と

しながら異分野の知を融合して高度かつ柔軟な知のプロフェッショナルを育成する

ことは、社会全体にとっての最重要課題であるとされてきました。獣医学におきまして

も例外ではなく、動物医科学・最先端獣医療・世界環境保全のプロフェッショナル

育成に特化する社会的な必要性から、新たな獣医学院が編成されました。さらに、

新興・再興感染症を代表とする疾病に対し、世界的規模で異分野が集結し人材

育成する必要から国際感染症学院が誕生しました。地球上の健全な生態系の維

持は、ヒトと動物両者の健康が相まってはじめて達成されるという理念のもと、世界

的規模で獣医学・獣医療、動物医科学の高度化・専門化が進んでおります。獣医

学院は、「博士課程教育リーディングプログラム」で構築した国際性及び獣医科学

の専門家養成を重視した大学院カリキュラムを、さらに発展・強化させて教育を実

施します。すなわち、獣医学院の使命は、動物生命科学、臨床獣医学、ならびに環

境獣医学の3領域を柱とする獣医療と動物医科学に焦点を置いた、理念に基づく

広い視野、柔軟な発想力および総合的な判断力を養い、我が国のみならず世界の

獣医科学の発展に寄与する実践的な能力と指導力を備えた人材を育成すること

です。

　その目的の達成のため、学内外を問わず獣医学の学位を取得しようとする強い

意志を持つ学部学生及び社会で活躍しながら博士の学位取得を目指す人材を選

抜し、さらに国際性の観点から、外国人留学生も積極的に受け入れていきます。「博

士課程教育リーディングプログラム」で構築した「獣医科学基礎科目群」、「アカデ

ミックイングリッシュ」、「先端獣医科学科目群」、「ケミカルハザード対策専門家養成

コース」、「インターンシップ」および「獣医科学特別研究・獣医科学特論演習」を実

施する他、「研究倫理演習」を設けると共に、新たに「臨床重点トラックコース」を設

け、リーダーとなる臨床家養成を行います。

　これら教育課程を修了した暁には、獣医科学および関連領域における学術基盤

と幅広い視野、ならびに高度な専門的知識・技術を有し、問題の全体像を俯瞰しそ

の解決を可能とする洞察力と柔軟な発想力を持つ、One Health実現のために国

際舞台でリーダーシップを発揮できる博士（獣医学）が誕生するものと確信していま

す。

大学院国際感染症学院
　近年、エボラウイルス病、ジカウイルス感染症やパンデミックインフルエンザ等の新

興・再興感染症が世界各地で発生し、人類の脅威となっており、さらに国内ではマ

ダニ媒介性ウイルス感染症（SFTS）の発生が最近の大きな社会問題となっていま

す。これらはすべて、自然界の野生動物から、家畜や家禽そしてヒトに侵入・伝播し

て悪性感染症を引き起こす人獣共通感染症病原体に起因しています。また、食糧

生産に重要な産業動物等においても、高病原性鳥インフルエンザや口蹄疫等、海

外からの侵入と国内での感染拡大は甚大な経済的被害をもたらします。そして、こ

れらの人獣共通感染症や越境性動物感染症の対策には国の枠組みを越えた対

策が必要であり、国際的な協働が不可欠です。これらの感染症の克服には、病原

体に関する基礎研究に加えて、自然界における生態や宿主の免疫応答に関する

研究、診断、予防、及び治療薬に関する応用研究、さらには感染症の発生予測、リ

スク評価、管理、国際保健行政に関する幅広い知識と高度な専門性が求められて

おり、このような感染症研究やその対策を指揮できる専門家養成の要望は国内外

で一層高まっています。

　ヒトや社会の健康保持には、動物の健康や環境の保全を一つとして考える必要

があるという「One Health」の概念が国際的広がりを見せています。多くの感染症

の克服においても、この「One Health」の理念を推進して、学問・研究領域間の壁

を越えた連携が必要です。この様な状況の下、北海道大学では、これまで、21世紀

COEプログラムならびにグローバルCOEプログラムにより、人獣共通感染症国際共

同研究教育拠点を構築し、博士課程教育リーディングプログラム「One Healthに貢

献する獣医科学グローバルリーダー育成プログラム」では、国際舞台で活躍できる

獣医科学専門家を育成するために、大学院教育を改変して、学際的な視野を養う

ためのスクーリングの強化や実践的な国際活動を取り入れた大学院教育を推進し

てきました。

　国際感染症学院では、以上のようなこれまでの取り組みを発展・強化させ、感染

症学領域および獣医学領域における大学院教育のさらなる国際化・学際化を図り

ます。そのため国際感染症学院では、人獣共通感染症リサーチセンター、獣医学研

究院、および医学研究院等の教員が参画することにより、それぞれの専門を活かし

た分野横断的な教育体制を構築し、世界30カ国以上の共同研究ネットワークを活

用して、「感染症プロフェッショナル」の養成を目指して、社会的に問題となっている

感染症の制御を主導できる人材を養成します。

　　　　　職　種

国家・地方公務員

大学教員・研究員

企業・団体・研究機関

臨　床

海外（研究機関・臨床・公務員）

その他

合　計

　　　　就職先（平成28年度修了者）

愛媛県、鹿児島県

北海道大学×5（研究員）、酪農大学（非常勤講師）

研究開発機構、公衆衛生研究所、製薬会社

大阪府（伴侶動物）、愛知県（伴侶動物）

アメリカ×2、エジプト、モンゴル、フィリピン、ベトナム

帰国

24年度

1

6

3

0

2

5

17

25年度

2

9

3

1

8

0

23

26年度

0

5

5

0

6

2

18

27年度

7

11

1

0

3

1

23

28年度

2

6

3

2

6

1

20

■獣医学研究科博士課程修了者の進路：過去5年間と平成28年度の職種別人数
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国際交流
　本研究院・学部では、海外の大学と教育・研究交流、そして獣医学的知識を用

いた社会貢献を幅広く行っています。学部学生は、複数の交流プログラムを通して、

ヨーロッパ諸国や米国などをはじめ、アジア、アフリカ地域において実地の現地実習

を体験することができます。平成25年度から、タイのカセサート大学において一部の

単位（5年次）を修得できる国際プログラム（大学の世界展開力強化事業）が実施

されています。同様に、大学院生にも感染症や食の安全確保、さらには環境毒性に

関する研究において大学院生自身が海外に赴いて採取した材料を用いて実践的

な研究を行うだけでなく、すべての分野の大学院生には国際学会での発表や交流

プラグラム参加などへの参加など数多くの国際体験の機会が準備されています。

　本研究院・学部では、世界保健機関（WHO）など国際機関に貢献するだけでな

く、多くの海外の大学の人材育成や教育の確立に貢献してきました。また、最も顕著

な例として、ザンビア大学獣医学部設立および獣医学教育体制への貢献があげら

れます。1980年代前半にはじまった技術協力から、共同研究へ発展し、現在では北

海道大学の研究拠点や現地事務所が設置されるまでになりました。今後、本研究

院で進めている大学院改革の一環として、海外インターン制度を拡充させつつ、海

外との教育・研究交流を進めていきます。

大学の国際化に関連したプログラム等

○国費外国人留学生の優先配置を行うプログラム（平成19～32年度）

○国際連携研究教育局（GI-CoRE）人獣共通感染症グローバルステーション（平

成26年度～）

○国際協力機構（JICA）モンゴル国「獣医・畜産分野人材育成能力強化プロジェ

クト」（平成26～31年度）

○国立研究開発法人科学技術振興機構 地球規模課題対応国際科学技術協

力事業「ザンビアにおける鉛汚染のメカニズムの解明と健康・経済リスク評価手

法および予防・修復技術の開発」（平成27～31年度）

○エジンバラ大学（英国）との獣医学交流（毎年交互の学生派遣及び受入）

○ソウル大学（韓国）とのジョイントシンポジウム開催（毎年交互の開催）

　　　　　　　相　手　国
スリランカ民主社会主義共和国
モンゴル国
インドネシア共和国
英　国
ザンビア共和国
南アフリカ共和国
アメリカ合衆国

　　　　　　　　　　　  機　関　名
ペラデニヤ大学
モンゴル生命科学大学
ガジャマダ大学
エジンバラ大学
ザンビア大学
プレトリア大学
コロラド州立大学

締結時期
2006年11月
2009年 1月
2010年 7月
2011年 2月
2011年 3月
2016年 8月
2017年 3月

　　　　　　　相　手　国
インドネシア
台　湾
英　国
ドイツ連邦共和国
エジプト・アラブ共和国
ドイツ連邦共和国
アメリカ合衆国
モンゴル国
ガーナ共和国
ミャンマー連邦共和国
モンゴル国
フィリピン共和国

ネパール

スペイン
ベトナム社会主義共和国

　　　　　　　　　　　  機　関　名
ガジャマダ大学獣医学部
国立中興大学獣医学校
エジンバラ大学獣医校
ミュンヘン大学獣医学部
ザガジグ大学獣医学部
ベルリン自由大学獣医学部
コーネル大学獣医学部
モンゴル生命科学大学獣医学研究所
クワメエンクルマ科学技術大学理学部
ミャンマー獣医科学大学
国立人獣共通感染症センター
フィリピン水牛センター
自然保護ナショナルトラスト（NTNC）ネパール結核対策協会／
ドイツ-ネパール結核対策プロジェクト（NATA／GENETUP）
ムルシア大学獣医学部
ベトナム国立農業大学

締結時期
2008年 8月
2008年12月
2009年 7月
2011年 1月
2012年 3月
2012年 7月
2013年 3月
2013年 5月
2013年 7月
2013年10月
2014年 1月
2015年 9月

2016年 4月

2016年 5月
2017年 2月

■大学間協定締結先（責任部局）

■部局間交流協定締結先
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北海道大学動物医療センターの沿革、概要
　動物医療センターは1912（明治45）年に家畜病院として開設され、わが国におけ

る酪農畜産や家畜診療の指導的役割を果たしてきました。1964（昭和39）年、当時

としては東洋一の家畜病院として現在地に新築されましたが、その後老朽化が進

み1994（平成6）年に大改修が行われました。2002（平成14）年、獣医学部附属施

設から大学院獣医学研究科附属施設となり、2006（平成18）年には家畜病院から

動物病院という名称に変更されました。更に2013年には旧動物病院より、新動物医

療センターに移転いたしました。動物医療センターは、12の診察室、カウンセリング

ルーム、5つの手術室、歯科治療室、3つの超音波検査室、2つのX線検査室、CT

検査室、MRI検査室、低エネルギー放射線治療室、高エネルギー放射線治療室、

化学療法室、内視鏡検査室、集中治療室（ICU）などが完備され、地域の中核病

院としてのニーズに応えられるよう整備されております。伴侶動物としての犬や猫が

長寿になってきているのを反映して、老齢性疾患（慢性心疾患、消化器疾患、腫

瘍、内分泌性疾患、慢性皮膚疾患など）の診療が多く、高度な外科的処置が必要

とされる疾患も増えてきており、地域における二次診療施設としての役割を担ってい

ます。

　また、教育病院として学生の臨床教育ばかりでなく、臨床獣医師および海外から

の研修獣医師の卒後教育の場としても活用されています。さらに、高次画像診断

法、疾患遺伝子の遺伝子解析およびその検出法などの診断技術の開発、疾患の

発症機序の解明とそれに基づく新規治療法の開発、動物に負担の少ない抗腫瘍

療法、疾病発生予防のための対策確立とその指導など、多方面からの臨床獣医

学的研究にも活用されています。
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動物実験施設と動物実験倫理教育
　平成17年、動物愛護法に動物実験の原則3Rs（動物の苦痛の軽減、代替の活

用、使用数の削減）が明記され、獣医学研究科の学位取得者には、常にこの原則

に配慮しながら、動物実験の指導・助言や実験動物施設の管理をすることができる

資質が要求されるようになりました。これらの背景を受けて、本研究科は「次世代の

獣医科学研究者育成プログラム─国際的な動物実験倫理教育をめざして─」を

立案し、文部科学省「魅力ある大学院教育イニシアティブ」補助事業に応募し採択

されました。国際的な動物実験倫理基準に基づき、研究科内規定を新たに作成し、

一般市民を含む動物実験委員会を設立し、適正な実験計画の作成指導とその厳

密な審査、飼育環境・環境エンリッチメントの改善、動物の適切な品質および数の

設定、動物の不快、苦悩、痛みの排除または軽減、適切な鎮静剤、鎮痛剤、麻酔剤

の処方、人道的エンドポイントの設定、365日・24時間体制の獣医学的管理など様々

な改善を行いました。本プログラムが動物福祉に配慮した世界水準の動物実験プ

ログラムであることを評価してもらうため、認証機関として最も権威ある米国NPO団

体、AAALACインターナショナルの審査・評価を受け、平成19年、日本の大学として

初めて完全認証を取得し、現在も継続しています。国際基準に適合した動物実験

プログラムを有している国内の大学はまだ少なく、本プログラムは国際性と幅広い知

識をもち、動物福祉に配慮した動物実験を指導できる指導者を養成する国内有数

のプログラムです。

大動物教育研究施設
　大動物教育研究施設は主に牛・馬の飼育を目的に平成29年度に新築されまし

た。10頭の成牛を同時に飼育できるルーズバーンでは、牛たちは繋がれることなく自

由な運動が可能です。また、夏季は屋外のパドックへの出入りも自由で、ストレスなく

生活できる環境を整えました。馬房は旧施設と同じ2室ですが、馬用枠場を設置した

保定室を新設し、実習をより安全に実施できるようになりました。馬専用パドックも完備

しています。また、健康動物と病畜を隔離可能な病畜飼育室を新設し、入院畜を利

用した実習も可能となりました。さらに、小型の反芻動物や育成牛の体格に合わせ

て仕切りを移動させ飼育面積を増減できる飼育房も新設しました。施設中央の通路

幅はおよそ5mあり、動物の移動や大人数での学生実習を安全に実施できるように

配慮しています。

感染・化学物質病態教育研究施設
　感染・化学物質病態教育研究施設は主に感染症分野および環境毒性分野に

おける実習内容の向上・高度化を目的に平成29年度に新築されました。本施設は、

１Fに牛などの大動物を飼育できるバイオセーフティーレベル（BSL）2の動物飼育室

を有します。また、感染実験で使用した動物の解剖や、野外材料の診断および教育

に利用される病理用解剖室と、解剖後の採材した材料を処理するためのBSL2実

験室を有します。また、2Fには、新たに化学物質曝露実験室が設置され、共同教育

課程で実施する毒性学実習や課題研究、アドバンスト演習を充実させるための施

設となっています。
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放射線実験施設
　本研究棟は、1969年7月に本館の南東の一角に開

設されました。その後、旧施設は廃止され、1999年4月よ

り新RI実験棟がS棟東に新設（敷地面積約700m2、管

理区域約350m2）されました。現在保有している主なRI

測定機器としては、液体シンチレーションカウンター、ガイ

ガーカウンター、バイオイメージングアナライザー、γオート

ウェル、X線発生装置をはじめ、放射線防護のための各

種サーベイメーター、個人モニター用の線量計などがあ

ります。利用可能な非密封RI核種は、3H、14C、32P、
45Ca、36Cl、125I、35S、59Fe、55Fe、42K、51Crです。新棟では

RI管理システム・排水、廃棄システムなどが一新され、

汚染検査室、RI小動物検査実験室、RI学生実験室、

RI動物飼育室、RI測定環境放射能検査室、放射線測

定室、培養室、管理照射室、RI貯蔵庫、廃棄物保存

庫、RI排水処理室などの実験室とRI保管・処理施設

があり、最新の放射線障害防止法に遵守した施設と

なっています。現在、RI・放射線利用施設として学部・

研究院内で広く用いられています。

標本展示室
　これまでに獣医学の研究・教育のために蒐集された貴重な学術的価値をもつ標

本類が北海道大学獣医学研究院内の標本展示室内に保管展示されています。こ

の標本展示室内には主に解剖学、病理学、野生動物学、および寄生虫病学分野

の研究教育に関連する標本が展示されています。代表的な展示標本として、北大

獣医学研究院が誇るべき幻のノーベル賞級標本の存在が挙げられます。それはか

つて1925年から4度もノーベル生理学・医学賞候補に推薦されたかつての輝かしい

研究業績の一つ、すなわち当時の山際勝三郎教授（東京帝大）とともにウサギの耳

にコールタールを塗布する実験によって人工癌（皮膚癌）が生じることを世界で初め

て実験的に証明した、後の北海道帝大獣医病理学教授・市川厚一先生によるウ

サギの耳の人工発癌実験標本です。その横には当時の実験に用いられたドイツ製

の顕微鏡やドイツ語で発表された人工発癌に関する研究論文などが展示されてい

ます。

　今も獣医学研究教育の中では、実物を直接目で見て理解する実践教育が大変

重要です。展示標本には骨格標本やガラス瓶に入った液浸標本、自然な手触り感

をもつプラスティネーション標本などのほかに、血管や関節腔などを示す鋳型標本や

詳細な解剖図なども含まれます。標本展示室を訪れていただければ、数多くの動物

の展示標本に魅了されることでしょう。
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獣医学研究院の分野と教室

 解 剖 学 教 室 獣 医 学 院

基礎獣医科学分野
 生 理 学 教 室 獣 医 学 院

 生 化 学 教 室 獣 医 学 院

 薬 理 学 教 室 獣 医 学 院

応用獣医科学分野
 放 射 線 学 教 室 獣 医 学 院

 実験動物学教室 獣 医 学 院

環境獣医科学分野
 毒 性 学 教 室 獣 医 学 院

 野生動物学教室 獣 医 学 院

 獣医内科学教室 獣 医 学 院

 獣医外科学教室 獣 医 学 院

臨床獣医科学分野
 比較病理学教室 獣 医 学 院

 繁 殖 学 教 室 獣 医 学 院

 動物分子医学教室 獣 医 学 院

 先端獣医療学教室 獣 医 学 院

 微 生 物 学 教 室 国際感染症学院

病原制御学分野 感 染 症 学 教 室 国際感染症学院

 寄 生 虫 学 教 室 国際感染症学院

衛 生 学 分 野
 公衆衛生学教室 国際感染症学院

 獣医衛生学教室 国際感染症学院

分　野　名 教　室　名 担当する大学院

─ 11 ─

人獣共通感染症リサーチセンター 国際感染症学院

医 学 研 究 院 国際感染症学院

　国際感染症学院は獣医学研究院の5教室（微生物学、感染症学、寄生虫学、公衆衛生学、獣医衛生学）のほか、人獣共通

感染症リサーチセンター及び医学研究院の教員が参画しています。



基礎獣医科学分野 解 剖 学 教 室
担当する大学院

獣 医 学 院

　解剖学教室は解剖学、組織学、および発生学、即ち、「動物の細胞や臓器の

形と機能」に関する授業科目を提供します。動物の体をみる、また顕微鏡を使って

細胞をみることは獣医学の基本であり、解剖学は他の基礎、応用、臨床科目にお

いて必須となる基礎的知識です。

　私達は解剖学を基礎とする分子形態学的なアプローチによって、動物の体で

みられる細胞のダイナミックな形態の変化を機能および遺伝子発現と共に研究し

ています。特に胎生期において、細胞は増殖、細胞死、形質転換など、めまぐるし

い変化を経て臓器を形成します。現在、筋、腎臓、および腸の発生に関する分子

シグナルを研究しており、細胞が自ら臓器を作り上げていくレシピを完成させ、再生

医療への応用を目指しています。

　発生異常は臓器の機能異常に直結しますが、配偶子（精子、卵）の異常は子

孫世代に影響を与えます。私達はこの配偶子が産生されるメカニズムを研究して

います。配偶子の形成機構、精巣あるいは卵巣の環境がそれぞれの配偶子を育

むメカニズムを探ることで、不妊症の原因や動物の雌雄が決定される仕組みの

解明に着手しています。

　これらの異常をもたらす原因は何でしょうか？私達は、その根幹として「自己免

疫の破綻」に着目しています。疾患モデル動物を開発・解析し、自己免疫性の腎

炎や外分泌腺炎（涙腺炎、膵炎）の病態解析や原因遺伝子の特定を行い、診

療に有用な分子ならびに方法論を模索しています。重要なことに、自己免疫疾患

モデル動物は生殖腺の機能形態に異常を示します。即ち、自己免疫疾患や不妊

症は次世代の動物達に脅威となるでしょう。その対策のため今こそ基礎研究が

必要なのです。分子形態学から動物達の100年後を共にみつめてみませんか？

見るから診るへ─分子形態学からみる100年後の未来─

基礎獣医科学分野 生 理 学 教 室
担当する大学院

獣 医 学 院

　生理学は、生命の仕組みを研究する学問分野です。獣医生理学では、哺乳

類・鳥類を中心に、私どもが獣医療で遭遇するであろう動物種を念頭におきなが

ら、個々の生物が備えている生きるために必要な機能の理解をめざしています。

　現在は、細胞生理学的研究が主ですが、個体レベルでの生理学にも関わりつ

つあります。具体的には、細胞内情報伝達系や嗅覚・視覚の感覚の生理学に関

する研究を行っており、細胞内のカルシウムイオン濃度や一酸化窒素の変化を可

視化する蛍光顕微画像解析法やデジタルカメラを応用した画像解析法を中心

に研究を進めています。また、ここ数年は、個体に焦点をあてた研究も断続的に

行っており、反芻動物の脳に関する研究、エンペラーペンギンの潜水生理学など

にも関わりつつあります。

　命のしくみの全体像を知るためには、細胞下、細胞、組織、器官、個体と、ミクロ

からマクロまでの幅広い視野と知識が必要です。日常の研究では、ややもすれば

当面の研究課題に没頭してしまい、広い視野を忘れがちになりますが、そうならぬ

よう気をつけながら研究を進めたいと思っています。

ミクロからマクロへ─命のしくみを解き明かす─
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基礎獣医科学分野 生 化 学 教 室
担当する大学院

獣 医 学 院

　複雑で多様な生命活動も、突き詰めるとDNAやタンパク質などの生体高分子

の構造と相互作用によって支えられています。生化学はそれら分子の構造や働

きを解明して神秘的ですらある生命現象を分子レベルで明らかにしようとする学

問です。私たちは生命活動の維持に重要な血管形成、エネルギー消費、糖・脂

質代謝がどのように調節されているのかという疑問、そしてその異常がもたらす

様 な々問題（肥満、糖尿病、腎障害など）について、分子からまるごとの動物を対

象として研究を進めています。

　以下に4つの主要テーマを紹介します。

プロインスリンC-ペプチド：私たちはインスリン生成の副産物C-ペプチドに糖尿

病性腎障害に対して改善作用があること、C-ペプチド受容体候補が細胞膜上の

αエノラーゼであることを示しました。今後、受容体問題に決着を付け、糖尿病治療

への応用を試みたいと考えています。

褐色脂肪：寒冷環境や冬眠覚醒時の体温調節に重要な熱産生組織です。脂

肪を消費して熱を産生するので、その活性化により肥満を解消できることを明ら

かにしてきました。褐色脂肪の量や機能の調節機構の解明を目指しています。

肥満と乳腺：ほ乳類に共通して、肥満が乳腺機能に負の影響を与えます。私た

ちはこれまでに皮下脂肪細胞の肥大化は乳腺導管の形成不全と腺房形成の

遅延を引き起こすことを明らかにしました。現在、乳腺幹細胞への影響を調べて

います。

脳内の血糖値センサー：脳には血糖値の増減を感知し、末梢組織の糖代謝を

変えることで血糖値を一定に保つ神経細胞があります。このグルコース感受性神

経の脳内神経回路や糖尿病への関わりを調べています。

生命の不思議を科学する：エネルギー代謝の側面から

基礎獣医科学分野 薬 理 学 教 室
担当する大学院

獣 医 学 院

　薬理学は、薬が生体に及ぼす作用とそのメカニズムを解き明かすだけでなく、
逆に薬の作用を利用し生命現象のメカニズムを調べる学問でもあります。当研究
室は、特に生体内で様 な々情報の伝達を担っている伝達物質の作用メカニズム
を明らかにすることを研究課題の中心としています。伝達物質やその応答分子
は多くの治療薬のターゲットとなっており、自分たちの研究成果が新規治療薬開
発の礎となることを意識して研究を進めています。
１．痛覚情報伝達機構の解明
　皮膚などの知覚神経に与えられた痛み刺激は、脊髄を介して脳へ伝達され
痛みと認識されます。当研究室では、特に脊髄での伝達物質による痛覚調節機
構の探究から、様 な々薬物の作用と新規鎮痛薬としての可能性を検討していま
す。また動物倫理の観点から、摘出脊髄標本などを用いて、動物に苦痛を与え
ず痛覚を定量的に解析することを大きな命題としています。

２．グリア伝達物質の作用
　アストロサイトなどのグリア細胞は、ニューロンのように伝達物質を放出すること
が明らかとなってきました。我々はグリア伝達物質としてのアデノシンや硫化水素
の産生・放出・作用機序の解明を目指した研究を続けています。また、アストロサ
イトは様 な々刺激によって活性型に変化することに着目し、中枢神経系の循環障
害などによる病態形成におけるアストロサイトとグリア伝達物質の役割についても
研究しています。
３．化学受容細胞の機能解析
　血液の酸素分圧あるいは消化管腔内の様 な々物質が、化学受容細胞と呼ば
れる細胞群によってモニターされています。当研究室では、腸管クロマフィン細胞
やニワトリ大動脈小体などのガス状物質を含めた多様な化学物質に対する応答
機構を明らかにする研究を進めています。

薬のダイナミズムから生体機能の解明を目指す！
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応用獣医科学分野 放 射 線 学 教 室
担当する大学院

獣 医 学 院

　現在、伴侶動物の高齢化が進むことで、加齢性疾患の一つである「がん（悪

性腫瘍）」に罹患する動物が増加しています。その治療においては、「外科療

法」、「化学療法」、「放射線療法」が主に利用されており、放射線療法はその名

の通り、放射線の持つ殺細胞効果／細胞増殖抑制効果を利用する方法です。

手術をせずにがんを抑えることができるため全身への負担が小さいことや手術が

できない部位のがんに対しても治療が可能であるなどの長所がある一方、放射

線に対して高い抵抗性を示すがんが存在することや放射線により正常部位がダ

メージを受けてしまうことなどの短所もあります。私たちの研究室では、『より効果

的・効率的ながん放射線治療』を目指して、さまざまな手法を用いてがんと放射

線の関係についての研究を行っています。例えば、放射線を細胞に照射すると

細胞死が引き起こされますが、がん細胞の放射線感受性はがんの種類や悪性

度によって異なるのみならず、細胞のおかれた環境や細胞内の状態によっても異

なります。がん細胞を放射線に対してより感受性にすることができれば、放射線治

療による治療効果を高めることが可能になります。私たちは、がん細胞の放射線

感受性に影響を与える因子の探索とそのメカニズムの解明を目的とし、がん細胞

のDNA修復機構、エネルギー代謝、酸素環境への応答、ミトコンドリア機能など

に特に着目して研究を行っています。また、分子イメージングの発展が目覚ましい

昨今、放射線治療の効果判定やがんの性質を動物が生きたまま評価することが

ますます重要となっています。私たちの研究室でも、PETを用いた核医学イメージ

ングやMRIを用いた機能イメージングを用いて、複雑ながんの生体内環境を解

析しています。

見えない放射線を科学する

応用獣医科学分野 実験動物学教室
担当する大学院

獣 医 学 院

　実験動物学とは実験に使用される動物に関する総合科学で、対象となる動
物種はマウス・ラット等のげっ歯類の他、ウサギ、イヌ、ネコ、ブタ、サルなど殆ど全
てのほ乳類であり、これら動物の解剖学、生理学、遺伝学、育種学、繁殖学、疾
病学などを扱います。即ちミニ獣医学と言っても過言ではありません。実験動物学
教室ではこのように守備範囲の広い実験動物学の中から実験に用いられるマウ
スやラットのゲノム解析や感染症の研究と、研究科で飼育されている全ての実験
動物の福祉を向上させる活動を行っています。動物の命を守る筈の獣医学部で
なぜ実験に使用されるマウスやラットのことを研究するかといいますと、マウスや
ラットも人間が目的を持って飼育している動物、即ち家畜の一つで獣医療の対象
となるからです。実験用のマウスやラットはヒトや動物と同じ病気を自然発症する
ことがあります。私達はこれら疾患モデル動物の原因を研究して、その成果を医
学や獣医学へ還元しています。写真は北海道大学で発見されたLECという肝

炎・肝癌を自然発症するラットです。下の写真はこのラットの肝炎と肝癌の組織像
です。その他のゲノム研究としては、各近交系に備わっている量的形質（例えば
感染抵抗性または感受性）の原因遺伝子の同定、これらの原因遺伝子を証明
するための発生工学（トランスジェニック、ノックアウト動物の作製）などです。また
実験動物の福祉向上に関する活動としては、実験動物学教室に所属する教
員・大学院生は実験動物医学専門医または研修医として、実験動物の疾病の
予防・治療、動物実験時の苦痛の排除、飼育環境の向上などに貢献していま
す。研究成果は2ヶ月に1回開催される研究発表会で報告し各自の研究の向上
を目指しています。また、Nature、Science、Cellなどから論文を紹介する論文セミ
ナーや「細胞の分子生物学Molecular Biology of The Cell」の輪読会などを
行い、各自が最新の知識の修得にも努めています。和気あいあいとした中で一流
の研究を行い「サイエンスを楽しむ」が当教室のモットーです。

マウス・ラットのゲノム解析から生命原理を学ぶ

肝 炎肝 炎 肝 癌肝 癌
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環境獣医科学分野 毒 性 学 教 室
担当する大学院

獣 医 学 院

　医薬品、環境化学物質、食品添加物など様 な々化学物質に加え、食品の中

に含まれる自然由来の成分でさえ、生体内に取り込まれたときには、生物にとって

「異物」となります。過剰な異物の摂取は生体にとって「毒性」を引き起こすことが

知られています。私たちを含め、生物は外来異物（Xenobiotics）が生体に対して

毒性を発現する前に、速やかにこれらの化学物質を体外に排泄する機構を有し

ています。

　シトクロムP450は、Xenobiotics解毒の最前線で働く酵素です。私たちは、この

シトクロムP450を中心に、生物が持っているXenobioticsの解毒機構を調べるこ

とで、ヒトや動物における「異物に対抗する生体防御機構の動物種差」を解明す

ることを目標としています。

　Xenobioticsの中でも、世界規模で広がる環境汚染物質は多くの野生生物そ

してヒトに蓄積することが知られています。一方で、Xenobioticsの解毒・代謝に

関わるシトクロムP450をはじめとする異物代謝酵素については、ヒトや実験動物と

は対照的に野生生物では殆ど分かっていません。私たちは野生生物にどのよう

な環境汚染物質が蓄積し、どのような毒性影響が現れているのか、そしてそれら

に対抗するためにどのような解毒・生体防御機構を持つのかを明らかにするた

め、化学分析による汚染物質の蓄積プロファイルの解析とともに、シトクロムP450

をはじめとする異物代謝酵素の網羅的な遺伝子変動解析およびエピジェネティ

クスに対する影響の解析などを行っています。さらに、野外レベルの毒性学実験

（フィールドトキシコロジー）にも精力的に取り組み、環境汚染が急速に進行しつつ

あるアフリカにおいて、ヒトや家畜、野生動物への毒性影響評価を行っています。

外来異物（Xenobiotics）を迎え撃つ生体防御機構の種差を探る

環境獣医科学分野 野生動物学教室
担当する大学院

獣 医 学 院

　生物多様性の保全を最終目標として、野生動物の保全と管理に貢献するた
めの野生動物医学／保全医学教育研究を実践します。主に、クマやシカといっ
た大型哺乳類を対象にして、その生理・生態を明らかにするとともに、保全や管
理への応用を心がけています。また、野生動物が介在する感染症の実態を明ら
かにするとともに、人、家畜および野生動物の間で起こる感染ルートや感染様式
を解明します。さらに、アライグマをはじめとする外来生物が引き起こしている問
題、特に在来生物や人への影響について研究すると共に、問題解決に向けた
対策についても研究を行っています。
　例えば、クマ類における繁殖と栄養の関係ならびに冬眠中の生理・代謝機
構、道東ヒグマ個体群の生態、行動および遺伝子構造、北海道の野生動物に
みられるマダニ媒介性感染症の感染様式、ネパールでの感染症制御と生物多
様性保全、アライグマの繁殖、感染症および遺伝子構造などを研究テーマに掲

げています。
　とくに、クマ類の生理・生態についての研究が、現在の教室の研究の柱になっ
ています。クマは冬眠中低代謝と絶食という厳しい条件下で妊娠、出産および哺
育を行う、極めてユニークな生理機構を獲得した動物です。さらに、食肉目に属す
る動物でありながら食物のほとんどを植物に依存し、季節や年毎に変動する食
物資源を効率よく利用している、とても興味深い生態を有しています。
　これらの研究成果を野生動物医学／保全医学の教育に還元し、少しでも野
生動物に関する知識を持った学生が卒業してくれることを願っています。また、大
学院生にはより専門性を高めるための教育を施し、将来の野生動物専門家を育
成しています。さらに、一般市民から研究者までを対象に幅広いアウトリーチ活動
を実践しています。

私達は、野生動物医学のプロフェッショナルをめざします

─ 15 ─



臨床獣医科学分野 獣医内科学教室
担当する大学院

獣 医 学 院

　獣医内科学教室の目標は、病気の動物を診察してその原因を明らかにすると

ともに、適切な診断ならびに治療法を確立することです。このために私たちの教

室では、本学附属動物医療センターに来院する病気の動物達の診療を行う一

方で、『診断精度の向上』、『病態解明』、『新規治療法の確立』をキーワードに炎

症性疾患や免疫介在性疾患、血液疾患など様々な病気の研究を行っていま

す。獣医内科学教室の研究の特徴は、臨床をベースにした研究が中心であると

いうことであり、画像診断学、分子生物学など多岐にわたるアプローチで動物の

病気の克服を目指します。当教室の主な研究テーマは以下に示す通りです。

1）小動物臨床における第2世代超音波造影剤を用いた造影超音波検査の手

　技と診断的意義の確立　

2）小動物の慢性炎症性疾患の病態解明と新規診断および治療法の開発

3）非侵襲的な超音波治療法の開発　　

　私たちはなぜかにこだわる姿勢を大切に真摯に動物と向き合い、臨床をベー

スにした研究を展開することで、得られた研究成果を臨床現場にフィードバックさ

せる"臨床と研究のクロストーク"を目指して日夜研鑽に励んでいます。

　今日、獣医臨床の診断技術は益々向上しており、その結果として今後も新たな

疾患が次 と々発見されるでしょう。それらの原因を解明することによって新たな治

療法が開発され、獣医臨床がさらに発展するのみならず、生命科学の発展にも

大きく貢献することになるでしょう。病気の動物を助けるための研究を私達と一緒

にぜひ進めようではありませんか。

私達は、診療の中に研究テーマを求めます

臨床獣医科学分野 獣医外科学教室
担当する大学院

獣 医 学 院

　獣医外科学教室では、外科学および腫瘍学に関する学生教育ならびに研究

活動を行っております。動物医療センターにおいては、整形外科、軟部外科／腫

瘍科を担当し、多くの動物の診療にあたっています。近年、ペット動物の高齢化に

伴い、関節疾患や腫瘍疾患は増加傾向にあり、小動物医療の高度化が望まれ

ています。こうした社会的期待に応えるべく、整形外科班では骨折治療や診断の

難しい関節/神経疾患による跛行原因の究明および治療を、腫瘍班では腫瘍外

科、腫瘍内科および放射線治療を駆使した総合的腫瘍診療を実践し日々 研鑚

に励んでいます。こうした診療活動を通して、一般的には予後不良とされる状態

の症例においても、診断法の発達や近代的技術を応用した治療努力により予後

を改善することができるという確かな手応えとこれからの小動物医療の発展に大

きな可能性を私たちは感じております。研究分野においても、診療を通して得られ

る経験をもとに、新規治療法の開発を目指し臨床の現場での問題の解決につな

がる研究を積極的に行っております。整形班では関節炎発症時の軟骨損傷に

対する治療薬の検討や軟骨再生療法を、腫瘍班では小動物における骨髄移植

法、異種細胞を用いた免疫療法、高精度放射線治療を中心に難治性腫瘍に対

する新規治療法の確立を研究課題とし、臨床と研究が相互にフィードバックし合

える研究環境をめざしています。また、海外からの留学生も積極的に受け入れ、

国際的な獣医療の発展にも力を入れています。このように、当研究室にでは教室

員一同一つの目標に向かって多忙な日々 を過ごしておりますが、「よく学びよく遊

べ」の精神で夏のキャンプ、冬のスキー旅行をはじめとした年中行事も楽しみな

がら臨床・研究活動に励んでおります。

世界をリードする治療技術を目指して
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臨床獣医科学分野 比較病理学教室
担当する大学院

獣 医 学 院

　病理学とは、病気の原因、発生機序の解明を目的とする学問です。また、病理
解剖や手術材料の組織学的解析により、個々の動物の病気を診断することも病
理学の大きな役割です。
　当教室は1922年に設置されました。この時、獣医病理学は基礎医学にも貢献
する学問領域であるとの観点から、“比較病理学”という教室名が付けられ、その
趣旨は今日でも生かされています。
　当教室における研究業務は二つに大別されます。一つは自然発生疾患の病
理学的診断です。伴侶動物や家畜、家禽、動物園動物の病気を病理診断し、
臨床へフィードバックすることによって、治療や予防に寄与します。他の一つは動
物の病気の実験的研究であり、各種疾病における病態形成機序の解明に主眼
を置いています。この両者によって病気を広く深く学ぶことができるのが、当教室
の特徴です。顕微鏡を用いた形態学的手法による病態の解析に基盤をおきなが

ら、分子生物学・細胞生物学的な研究手法を積極的に取り入れ、病気のメカニ
ズムを詳細に解明し、診断、予防、治療に貢献することを目標にしています。現在
の主な研究対象は、ウマヘルペスウイルス感染症、フラビウイルス脳炎などの感
染症ならびに犬の血管肉腫です。
　図1は初代培養神経細胞を用いたインフルエンザウイルスの感染実験で、緑
で標識した神経細胞に赤色で標識されるウイルス抗原が発現し、融合像として
黄色を呈している像を示します。
　図2は野生のオオコウモリより新たに分離されたウイルスを感染させた細胞の
電子顕微鏡像で、核内に形成された様 な々カプシド構造（ウイルスゲノムを内包
するタンパク質の殻；矢頭および矢印）を示します。
　図3は犬の血管肉腫の顕微鏡写真で、左側は腫瘍細胞の形態を、右側は細
胞の分化度に関わるタンパク質（茶色で標識）の発現を示します。

病気の本態に迫る

臨床獣医科学分野 繁 殖 学 教 室
担当する大学院

獣 医 学 院

　動物が繁殖し子供を出産しなければイヌやネコが新たにペットとして飼われる

ことも、ウシやブタなどの生産動物が畜産物を生産することも、また、野生動物が

自然環境下で生態系の一部として存在することもありません。そのため繁殖学は

獣医学の中でもっとも重要な学問であり、獣医師を目指す学生諸子は繁殖学の

講義・実習を通して正常な動物の繁殖メカニズムや繁殖を妨げる問題、効率的

に繁殖を進める技術などを学んでいます。

　近年、当教室では様 な々動物種の特に発生工学に関わることを中心に、その

他動物の繁殖に関わる様 な々事象について研究を行ってきました。現在は、牛の

卵巣内に存在する通常発達途中で消滅してしまう卵子を有効活用するための

最適な培養方法の検討を行うほか、哺乳動物の生殖細胞や胚の凍結保存方

法の検討や凍結前後に必要となる客観的な質の評価方法の開発など、畜産業

に関わる技術の向上、家畜胚の効率的な体外生産、動物の繁殖に関わる生理

学的メカニズムの解明に資する研究を行っています。また、野生動物種の保護管

理や増産のため、これらの繁殖生理学的特徴の解明や家畜で培われてきた人

工繁殖技術の適用や技術開発に関する研究にも取り組んでおり、畜産の発展と

自然環境の保全に深く関わっています。

　研究以外では北海道大学附属研究農場において乳牛の人工授精、分娩時

の介助などの繁殖管理を行っており、当教室所属の学生はこれらを通して動物

の繁殖生理、繁殖技術について理解を深めています。また、同農場における疾病

発生時には繁殖疾患のみならず一般診療も診療を担当しています。獣医学研

究科附属動物医療センターにおいては牛の胚回収や胚移植を担当し、大動物

に直接触れる機会の多い教室です。

生殖の不思議の解明とフィールドへの応用

図 1図 1 図 2図 2 図 3図 3

─ 17 ─



臨床獣医科学分野 動物分子医学教室
担当する大学院

獣 医 学 院

　分子医学は、70年近く以前の Linus Pauling による「ヘモグロビン分子の構

造異常で鎌状赤血球症が生じる」という発見で幕を開けた。現在では、多くの

疾患が生体分子の構造や機能の異常に起因することが知られ、また逆にそこ

から生命現象の謎が解き明かされている。私たちは、疾患の原因となるタンパク

質や遺伝子の異常と発症機構を解明し、それを基に、細胞分化・成熟、タンパク

質の品質管理、生体膜機構、免疫記憶、遺伝子発現のエピジェネティックな調

節など、生体のミクロコスモスにおける生命活動を支える普遍的な仕組みを探

求し、新しい理論を生み出すこと、さらにそれらを応用し、例えば免疫機能の人

為的に制御するための研究などを実践している。

　主な取り組み課題は、 １）赤芽球系細胞の分化・成熟・脱核の仕組み、 ２）

赤血球膜骨格構造の形成機構、 ３）膜内在性タンパク質の小胞体品質管理

／小胞体関連分解の仕組み、 ４）T細胞免疫記憶の分子機構、 ５）DNAメチ

ル化と疾患の関連であり、遺伝子、タンパク質や脂質などの生体分子、培養細

胞、動物個体と生化学や細胞生物学の手法を用いた実験で、これらに取り組ん

でいる。加えて、特に動物血液疾患の遺伝性素因やエピジェネティックな解析に

も随時取り組んでいる。私たちは、実験や疾患症例を通しての気づきと発想を大

切に、世界の医科学に通用し、時が経過しても色褪せない本質的な研究を実

践することを目指したい。そうした研究の実践を通して、いかなる分野であれ必

要となる科学者としての態度、素養、好奇心、そして joy of science を育むこと

が研究室の理念である。

動物分子医学：生命の仕組みコスミックフロントの探求

臨床獣医科学分野 先端獣医療学教室
担当する大学院

獣 医 学 院

　獣医という単語から皆さんが連想するのは動物の病気を様 な々検査を行って

診断し、投薬や手術で治療するいわゆる臨床獣医師の姿ではないでしょうか。先

端獣医療学教室はまさに動物医療センターでの診療および麻酔・手術部門を担

当する教員で構成される、臨床に重きを置いた研究室です。

　私たちの目的は「獣医療の発展」であり、これを通じて社会貢献や動物福祉の

一端を担うべく、日々 の診療、教育、研究に取り組んでいます。本教室の特徴は内

科外科の垣根を越えて、その双方がコラボレーションして今までにない新しいアプ

ローチを実現することが可能になったことです。誕生から比較的歴史の浅い研

究室ですが、チームワークは非常に円滑であり、病院の診療活動や研究活動以

外にも様 な々場面でフットワークの軽い課外活動を展開しています。

　現在取り組んでいる研究課題は、犬と猫の腫瘍微小環境の解明と治療への

応用、犬の非再生性免疫介在性貧血の病態解析、画像診断モダリティを用い

た犬の肝疾患の非侵襲的診断法の開発です。私たちの研究の最大の魅力は

その成果を即座に臨床に役立たせることができる可能性があることで、それは常

に臨床症例と向き合い、その疑問点や困難な点について真摯に取り組んでいる

現場でしか拾うことのできないヒントを大切にしているからだといえます。

　私たちは臨床に関わる楽しさを若い世代に伝え、またその世代がそれぞれの

将来で大きく花開いてくれることを心から願っています。謎深き臨床獣医学の魅

力にどっぷりとつかってみませんか？

新たなアプローチで臨床獣医学の発展を切り拓く
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病原制御学分野 微 生 物 学 教 室
担当する大学院

国際感染症学院

　動物とヒトの感染症を予防、制圧するため、病原微生物の起源、存続と進化、

病原性の分子基盤の解明、ならびに感染症の予防・制圧法の開発研究を国内

外の機関と連携して推進しています。これまで進めてきたインフルエンザウイルス、

ぺスチウイルス、フレボウイルスの研究成果がその基盤です。現在、OIE鳥インフ

ルエンザレファレンスセンタ－として、ヒトと動物のインフルエンザを克服するための

国際共同作戦を先導しています。

１．感染症とは何か？を理解する

　ウイルスはどのように我々や動物に病気を起こすのでしょうか。その仕組みを明

らかにするため、病気を起こすウイルスと起こさないウイルスの違いを調べ、ウイル

スの病原性を決定する因子を研究しています。また、ウイルス感染に対する細胞

や動物の応答の違いから、発症に関わる宿主側因子の研究も行っています。

２．種の壁を解き明かす

　人獣共通感染症を引き起こすウイルスは、必ず種の壁を越えなければなりませ

ん。種の壁とは具体的にどのような細胞・分子なのか、ウイルスが種の壁を越える

ために必要な因子は何か、さまざまな動物種から分離されたウイルスを用いて研

究しています。

３．ウイルスの生態を調べる

　我々が気がつくことのできる『感染症』は、自然界におけるウイルスの営みのごく

一部に過ぎません。病気を起こすウイルスが自然界ではどのような動物に感染し、

どのように拡がっていくのか、その真の姿を捉えるために毎年、継続して国内外で

調査を行っています。

動物とヒトを感染症の脅威から守るために

病原制御学分野 感 染 症 学 教 室
担当する大学院

国際感染症学院

　ワクチンや抗生物質の開発や衛生状態の改善によって私たちの周囲から赤

痢、コレラに代表されるような伝染病は消え去りつつあり、人類が病原体を制圧す

ることも不可能ではないと信じられてきました。しかし、薬剤耐性や新たな病原因

子の獲得、抗原変異など様 な々メカニズムにより病原体の逆襲もおきています。獣

医学領域でも、主要な急性細菌・ウイルス感染症はワクチンなどにより予防治療

が可能になっていますが、うまくコントロールし得ない感染症も多くあり、世界中で新

興・再興感染症の発生も報告されています。地球的規模で考えると家畜の伝染

病による経済的被害は膨大な額になり、人類の限られた居住可能空間で最大限

の蛋白質生産を行うためには、感染症のコントロールは最重要課題のひとつと考

えられます。

　病原体の侵入・増殖に対して宿主（ヒトや動物）は免疫機構により対抗します

が、病原体は免疫回避・攪乱の方法を多く備えており病態が進行していきます。こ

れらの病原体を防除するためには、病原体のサバイバル戦略のみならず、宿主の

免疫機構など病原体-宿主の相互作用を解明することが重要です。本研究室で

は各種動物における感染症の病態解明とその制圧を目指して研究を行っていま

す。その方法として、これまでにない新しい概念のワクチン開発を目的とした基礎

研究も行っています。例として、ダニの吸血を阻止することにより多くのダニ媒介性

疾病（多くの人獣共通感染症を含む）を防御することを目的とした抗ダニワクチン

の開発や、産業動物（牛・鶏など）の感染症防除法の開発を目指し、宿主免疫抑

制因子と難治性疾患（慢性感染症など）との関連の解析を行っています。

病原体に学ぶ ～生命の知恵とサバイバル戦略～
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病原制御学分野 寄 生 虫 学 教 室
担当する大学院

国際感染症学院

　他の生き物の体内や体表で栄養を奪って生活している生き物を寄生虫と呼ん
でいます。全ての動物には寄生虫が住み着いていますが、その種類はとても多
く、それぞれがユニークな生活スタイルを持っています。人と動物の両方に感染す
る寄生虫（人獣共通寄生虫）は、私たちの生活を脅かすことがあります。寄生虫
学教室では、世界的に問題となっている寄生虫やそれらを媒介する節足動物の
研究を、国内外の研究機関と連携して進めています。寄生虫を求めてフィールド
調査に出かけ、寄生虫が自然界で伝播されるしくみを調べています。また、寄生
虫そのものに共生する微生物群の解析や寄生虫のゲノム情報など、様 な々切り
口から寄生虫のユニークな生活の謎を探求しています。
【フィールド調査】
　世界には多様な生物が棲息しています。この生物多様性には生態系、種、遺
伝子の多様性が含まれます。私たちは、国内だけでなくミャンマー連邦共和国や

ザンビア共和国を中心としたアジア・アフリカの様 な々国で家畜と野生動物の寄
生虫の多様性について調査・研究をしています。多様性を理解することは、寄生
虫の分布拡大阻止、人獣共通感染症対策そして畜産振興や食の安全の視点
からも重要と考えています。
【ゲノム解析技術を用いた研究】
　近年、遺伝子を解読する技術が格段に向上し、ゲノムサイズが大きい寄生虫
の遺伝子解析が可能となりつつあります。私たちは、最新のゲノム解析技術を駆
使し、寄生虫自身の遺伝子解析に加え、寄生虫が持つ多様な微生物群の遺伝
子解析に取り組んでいます。寄生虫の生存戦略や進化適応の過程をゲノム解
析技術により紐解くことで、治療法や診断法の開発につなげることを目的としてい
ます。

虫と戯れ、謎に迫る！

衛 生 学 分 野 公衆衛生学教室
担当する大学院

国際感染症学院

　近年、世界各地で新興・再興感染症として人獣共通感染症（Zoonosis）が発
生しています。これらの流行は森林伐採・農地開墾などの地球環境の変化のた
め、病原体保有野生動物や媒介節足動物と人の接触の機会が飛躍的に増大
したことによると考えられています。
　当研究室ではウイルス性人獣共通感染症の制圧を目標として、日々 研究を進
めています。中でも、人に重篤な病原性を示すウイルス性人獣共通感染症として
重要なフラビウイルス感染症及び、ブニヤウイルス感染症を中心に研究を行って
います。
　フラビウイルス感染症はフラビウイルス科フラビウイルス属のウイルスが原因とな
る感染症で、日本脳炎・西ナイル熱、デング熱、黄熱病、ダニ媒介性脳炎等の、人
に対して脳炎・出血熱等の重篤症状を引き起こす人獣共通感染症が多く含まれ
ています。フラビウイルスの特徴として、自然界では蚊・ダニなどの節足動物がウイ
ルスの伝播に重要な役割を果たしているという点があり、人や動物はウイルス保

有節足動物の吸血により感染します。
　ハンタウイルス感染症はブニヤウイルス科ハンタウイルス属のウイルスが原因と
なる感染症で、人に対して腎症候性出血熱・及びハンタウイルス性肺症候群を
引き起こします。様 な々げっ歯類がハンタウイルスを保有しています。
　このようなウイルスに感染する危険性があるのは日本も例外ではなく、感染した
場合、重篤な症状を引き起こし死に至る可能性もあることから、感染症対策を行
うことは公衆衛生上重要な課題です。
　我々は、このようなウイルス性人獣共通感染症の制圧を目標に、
　　1. 自然界における生態、伝播経路の解明
　　2. 病原性の分子基盤の解明
　　3. 診断・予防法の開発
に関する研究を行っています。

～自然界のウイルス存続の謎を解く～
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衛 生 学 分 野 獣医衛生学教室
担当する大学院

国際感染症学院

　次 と々出現する感染症の対策に取り組むことは獣医学の使命の一つです。感

染症の克服には、病原体の性質、増殖機構・伝播様式および感染防御機構や

発病機構の理解が必要です。これらの情報をもとに、感染拡大を防止して被害

を最小限にどどめるための対策の立案実施、予防・治療法の開発など多角的な

アプローチが必要です。獣医衛生学研究室では、治療法のない致死性の神経

変性疾患であり、人獣共通感染症であるプリオン病の神経変性機構の解明に

資する研究を行っています。プリオンの増殖により生じる神経細胞へのストレスと

脳内自然免疫応答の異常から、人や動物が臨床症状を呈する一連の神経病

態を解明するために、網羅的な遺伝子発現解析、神経細胞とグリア細胞の細胞

培養系、神経病理組織学的解析等、分子から動物までを対象として多角的な

研究を進めています。また、プリオン病を含めた神経変性疾患の治療法の開発の

ために、幹細胞を用いる再生医療の応用や、プリオン増殖抑制活性のある物質

の探索も取り組んでいます。さらに、食品を介して人に感染する病原体、対策が

進んでいない各種動物の感染症の発生状況調査、伝播様式の解析、診断法

の確立に取りも組んでおり、対象となる動物も家畜から野生動物まで多岐に渡り

ます。

　大学には、現象を深く掘り下げ新規原理・原則を明らかにする基礎研究の推

進と、研究成果を社会の発展に応用するための実学的研究、の両方が求められ

ています。当研究室では、このことを意識し、問題の本質を見据えて、知的好奇

心を原動力とする大学ならではの深化型探究と、社会貢献を目的とする応用研

究のバランスを考慮しながら、時には最先端技術を駆使して、時には泥臭い仕

事、と常に適切な問題解決法を考えつつ教育研究を進めています。

感染症の克服と未知なるものの探究

国際感染症学院

世界の感染症制圧に寄与できる
実践的能力と指導力を備えた国際的リーダーを養成
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　国際感染症学院では、獣医学研究院、人獣共通感染症リサーチセンター、医学研究院に所属する、獣医学、医学、薬学、理学、農学、情報科学を専門とする研究

者が分野を超えて大学院学生の研究指導にあたります。

■獣医学研究院 ■人獣共通感染症リサーチセンター ■医学研究院
　  感染症学教室 　  国際疫学部門 分子病態・診断部門 　  病原微生物学教室

　  微生物学教室 　  バイオリソース部門 国際協力・教育部門

　  寄生虫学教室 　  バイオインフォマティクス部門 感染免疫部門

　  公衆衛生学教室 　  危機分析・対応室 生物製剤研究開発室

　  獣医衛生学教室



交 通 案 内
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